
群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　8502120005MM/20120321

( 科目コード：8502120005MM)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】工業英語
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・5 年次
【担当教員】

高橋 秀夫

【授業目標・教育方針】
機械工学の専門分野に関する英文に触れ、基礎的な専門用語に対する語彙を増やすとともに、英文による簡単な論文
が読める力を養う。

【授業概要】
卒業研究に配属された各研究室で　、それぞれ課題となるテキストや文献を選び、ゼミ形式で課題に取り組む。機械
工学の専門分野の教科書や文献ではあるが、内容は初歩的な、誰にでもわかるものである。文献に書かれた内容を深
く理解するということより、英文が正確に解釈できるようになること、機械工学に関連する基礎的な英単語の語彙を
増やすことが目的である。
材料力学研究室 ( 安田 )
・Modern Technical English: F. Bergskaug, G. Thronsen, M. R. Ytterdal, 加藤恒雄
材料力学研究室（黒瀬）　・共通教科書使用
加工技術研究室（下田、櫻井）
・Engineer-in Training Reference Manual （アメリカ FE 試験用テキスト）　Chapter 38, Manufacturing Processes
燃焼工学研究室（石澤）
・Internal　Ｃｏｍｂｕｓｔｉｏｎ　Ｅｎｇｉｎｅ　Ｆｕｎｄｅｍｅｎｔａｌｓ ,J.　B.　Heywood,　McGraw-Hill　Inc
Chapter 1, Engine Types and Their Operation
熱工学研究室（高橋）
・Internal　Ｃｏｍｂｕｓｔｉｏｎ　Ｅｎｇｉｎｅ　Ｆｕｎｄｅｍｅｎｔａｌｓ ,J.　Heywood,　McGraw-Hill　Inc
Chapter 1, Engine Types and Their Operation
流体工学研究室 ( 岡田 )
・FLUID TRANSIENTS, E. B. Wylie & V. L. Streeter Chapter 3, Solution by Characteristics Methods, p31-43
工業材料研究室（金子）　・THIN FILM PROCESSES, J. L. Vossen, W. Kern, Academic Press, Inc. Part II PHYSICAL
METHODS OF FILM DEPOSITION p.12-62
メカニズム研究室（重松）　・On-Line Computational Scheme for Mechanical Manipulators, J. Y. S. Luh,M.W. Walker and R.
P. C. Paul,  ASME J. Dynamic Systems, Measurement, Control, 102(1980), p.69-76
制御工学研究室（小川）
・Fundamentals of Mechanics and Heat, H. D. Young, McGraw-Hill  Chapter 10, Periodic Motion, P235-267
・Mathematical Models Used in Gear Dynamics- A Review, H. Nevzat Ozguven andD. R. House ｒ , Journal of Sound and
Vibration, (1988) 121 (3), p.383-411
機械力学研究室（樫本）
・Mechanical Vibrations
・Chapter 1, Introduction
・Chapter 2, Systems with One Degree of Freedom ? Theory
・Chapter 3, Systems with One Degree of Freedom- Applications

【教科書・教材・参考書 等】
共通教科書　牧野州秀、生水雅之著、機械系の工業英語、コロナ社

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
とくになし（座学）

【成績評価方法】
［前期］課題達成度６０％、中間試験２０％、期末試験２０％

【本校の学習・教育目標】
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
◎ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力
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【授業計画】（授業名：工業英語）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回～ 15 回 研究室の教官により指示された
教材による。ただし第 8 回は中
間試験

教官の指示による
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